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三浦半島北部における鳥類センサス例

浜口哲一

はじめに

筆者は1968年12月から1969年12月まで鎌倉市源氏山に

おいて， 1970年3月から1971年2月まで葉山町二子山に

おいて，それぞれ線センサス法による鳥類調査を行った。

その結果の概要については既に報告したが（浜口1970お

よび1971），最近にいたるまで県内で行われたセンサス

調査で結果の公表された例はきわめて少ない。そこで古

い記録であるがここに発表し， 神奈川県の鳥類相解明の

ー資料としたい。

日頃御指導を頂き，本稿執筆の機会を与えてくださっ

た神奈川県立博物館の中村一恵氏に深謝を表したい。

調査地の概要

i原氏山は，鎌倉市のほぽ中央に位置する標高93mの小

丘陵である。調査は寿福寺 源氏山一佐助のコースで行

い，コースの延長は 1.2 kmで、あった。付近の植生は，ス

ダジイを中心とした常緑広葉樹林，コナラなどの落葉広

葉樹二次林，スギ他林が小面積のモザイク状に入りまじ

っており，頂上付近の平坦地は芝生の闘地となっている。

二子山は葉山町と逗子市の境に位置する，標高209m 

の丘陵である。調査は図 1に示したように，麓から山頂

にいたる 2.1kmのコースで行い，往路復路のそれぞれで

センサスを行った。付近の植生は， スギ植林と落葉広葉

樹二次林からな り，隣接地にはススキ草原も広〈見られ

る。スギ植林は場所によって樹令が異なり，林床は植生

の少ない所，シタ茨買が茂っている所，アオキなどの低木

が多い所とさまざまである。二次林は，コナラ，ヤマザ

クラが優占 し，山頂付近はハコネウツギを主体とした樹

高の低い林になっている。いずれも林床にはアズマネザ

サが多い。

調査方法

両地域において線センサス法による周年調査を行った。

観察半径は源氏山では20m，二子山では50mを採用し

HAMAGUCHl, Tetsuichi: A bird census in the northern part of Miura 

Peninsula 

平塚市博物館

た。源氏山では，ほほ1週間に 1回の調査を行い，13ヶ

月の調査期間に49回， のべ2708分にわたるセンサスを行

った。平均歩行速度は1.3 km/hであった。二子山では 1

～ 1. 5ヶ月に1回， 短い期間に集中して各8回のセンサ

スを行った。 1年の調査期間に72回， のべ5285分のセン

サスを行い，平均歩行速度は 1.7 km/hであった。また観

察開始時刻は，源氏山では年間を通して午前7時30分前

後，二子山では日出後1～ 1.5時間後に開始し，往路，

復路でそれぞれセンサスを行った。 こうした調査方法の

ちがいは， 2ヶ所での記録の直接的な比較を困難にして

いることを含みおかれたい。

調査は，観察半径内に出現したすべての鳥について行

い，その種類，数， 行動等を記録した。上空を通過した

ものはセンサスには含めず，観察半径外に出現したもの

と合せ参考記録とした。観察には双眼鏡（ 9×35mm）を

用い，調査はすべて筆者1名で行った。

結果と考察

①源氏山の鳥類相

源氏山では，17科36種の鳥が記録された。種類数，個

体数とも春夏に少なく，秋冬に多く，個体数では夏に山

頂の園地で多数観察されたスズメを除くと，よりその傾

向がはっきりした（図2）。

繁殖期における鳥類群集の構成を見ると， スズメが圧

倒的に優占し，他ではシジュウカラ ・ヒヨドリ・メジロ・

カワラヒワが主な種類であった（表3）。 繁殖の確認は

特に行わなかったが，これらの穫のほか，春夏を通じて

観察されたホオジロ・キジノ〈ト ・コジュケイ ・ムクドリ ・

オナガ ・トビ・ウグイスは付近での繁殖が推定される。

またエナガについては3月26日の観察でヤブニッケイに

造巣中の番が発見されたが，繁殖成功にはいたらなかっ

た。

越冬期においてもスズメが優占するが， 繁殖期より優

占率は小さしヒヨドリ・キジバト・カワラヒワ ・アオ

ジがこれに次いでいた（表4）。

②二子山の鳥類相

二子山では18科37種の鳥が記録された。種類は年間を
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図2・種頼数と個体数の季節変化

通して15～21種と，比較的コンスタントであり，わずか

に繁殖期に少なくなる傾向があった。個体数もやや繁殖

期に少なし特に10-11月には多数の個体が観察された

（図 2）。

繁殖期に最も優占するのはホオジロであり，シジュウ

カラ・メジロ ・ヒヨドリがこれに次いでいた（表3）。 観

察コースはほほ守本内を通っているが，ホオジロが多く観察

されたのは，周辺にススキ草原などがあり，林縁的環境

の多い現われであろう。源氏山と同様な種類のほか，夏

鳥として渡来するサンコウチョウ ・ホ トトギス・センダ

イムシクイは繁殖の可能性が高い。

越冬期にはヒヨドリが優占し，アオジ ・メ ジロ ・シジ

ュウカラがこれに次いでいた（表4）。

③源氏山と二子山の比較

合計観察種類数は両地域でほぼ同様で、あったが，源氏

山だけで記録された種はアオゲラ ・コシアカツバメ ・キ

セキレイ・ビシズイ ・トラツグミ・アカハラ・イカル ・

ハシボソ方、ラスの8種， 二子山だけで記録された種はノ

スリ・ サシパ ・ホトトギス ・フクロウ・カヤクグリ ・セ

ンダイムシクイ ・キクイタタキ ・サンコウチョウ ・ウソ

の9種であった。源氏山でのアオゲラの出現は常緑広葉

樹林の残存と結びついている可能性があるが，今後の精

査に待ちたい。また二子山た一けに記録された種には猛禽

類と夏鳥が多いことが特徴的である。

種類数，個体数の季節変化を見ると，両地域とも繁殖

期に少ない傾向を示したが，源氏山では特にその傾向が



表 3 ： 繁殖Jijjにおける .l.'.~~i群集の構成 ①源氏山 ②二子山

総観察 優占率 出現率 総観察 ｛憂占率 出現率 二次林 スギ林

個体数 （%） （%） 個体数 （%） （%） 優占率 優占率

1 スズメ 301 60.6 100 1 .ホオジロ 205 23.5 100 22. 9 25. 0 

2. シジュウカラ 51 10.3 90 2 シジュウカフ 200 22. 9 100 22 .3 23. 9 

3 ヒヨド リ 46 9.2 80 3. メジロ 139 15. 9 JOO 16.4 16. 6 

4 メジロ 26 5.2 80 4.ヒヨドリ 127 14. 5 95. 8 8.4 17. 9 

5. カワラヒワ 26 5.2 80 5 ウグイス 65 7.4 95. 8 14. 7 3.5 

6 ホオジロ 14 2.8 90 6 エナガ 48 5.5 70.8 5.0 5. 7 

7 キジパト 12 2.4 70 7 コジュケイ 27 3-0 37. 4 4.7 1.1 

8. コジュケイ JO 2.0 50 8 スズメ 20 2.3 33.3 2. 7 1.1 

9.ムクド リ 8 1.6 30 9 カワフヒワ 18 2.1 41. 7 1.3 2.6 

10.オナガ 3 0.6 20 10. キジノぐト 8 0.9 25.0 0.7 0. 7 

11. トピ ＋ 11. サンコウチョ ウ 7 0.8 20.8 1. 3 

ツノ〈メ ＋ 12. ホトトキース 2 0.2 8.3 0.4 

コシアカツノ〈メ ＋ フクロウ 2 0.2 8.3 0.3 

ウグイス ＋ センダイムンクイ 2 0.2 8.3 0.3 

Aロ詐ロl｜種類数 14 

｜個体数 497 

15. キビタキ 1 0 .1 4.2 0.3 

ムクドリ 1 0.1 4.2 

オ十ガ 1 0.1 4.2 0.2 

18. トビ ＋ 

サシパ ＋ 

、Yノ〈メ ＋ 

モズ ＋ 

表 4 .越冬期における鳥類群集の構成 ① i原氏山 ハシプトカラス ＋ 

総観察 優占率 出現率

個体数 （%） （%） 
合計 ｜種類数 22 

｜個体数 873 

1 スズメ 193 17. 9 86. 7 

2. ヒヨドリ 137 12. 7 JOO ②二子山

3 キジバト 132 12. 3 93. 3 総観察 優占率 出現率 三次林 スギ林

4 カワラヒワ 117 JO. 9 66.7 個体数 （%） （%） 1憂占率 （憂占率

5.アオジ 116 JO. 8 JOO 1 ヒヨドリ 574 39.2 100 37.6 43.4 

6. シジュウカフ 77 7.2 86. 7 2 アオジ 227 15. 5 100 8.9 17. 5 

メジロ 77 7.2 JOO 3 メジロ 105 7.2 100 2.4 12.2 

8.ホオジロ 42 3.9 86.7 4. シジュウカフ 99 6.8 95.8 5.8 8. 7 

9.オナガ 31 2.9 20.0 5 エナガ 80 5.5 50 8.2 4.3 

JO.シメ 27 2.5 46. 7 6.ウグイス 73 5.0 100 2.0 2.5 

II ツグミ 24 2.2 73.3 7.キジノく ト 54 3.7 75.0 9.4 1.1 

12 シロノ、7 17 1. 6 60.0 8.ホオジロ 53 3.6 75.0 2.0 1. 7 

エナガ 17 1.6 33.3 9. カヤクグリ 51 3.5 87. 5 10.5 

14 ウクイス 14 1. 3 53. 3 10.モズ 36 2.5 66.7 4.2 2.5 

15 コジュケイ 11 1.0 13. 3 11.カケス 29 2.0 75.0 0. 7 1. 7 

16 モズ 7 0. 7 40.0 12. ツグミ 22 1. 5 45.8 1.6 0. 9 

ムクド リ 7 0. 7 26. 7 13. シメ 20 1. 4 54.2 2.9 0.6 

カケス 7 0. 7 33.3 14. コジュケイ 14 1.0 29.2 2.0 0.3 

19.ハシプトカ’ラス 6 0.6 13. 3 15. クロジ 7 0.5 16. 7 0.9 

20 カシフダカ 4 0.4 20.0 16. キクイタダキ 5 0.3 20.8 0.8 

ハシボソガラス 4 0.4 13. 3 カワラヒワ 5 0.3 12. 5 0.4 0.3 

22. ビンズイ 3 0.3 13. 3 ウソ 5 0.3 8.3 1.1 

卜フツグミ 3 0.3 20.0 19. シロノ、フ 4 0.3 12. 5 0.3 

24. ；ロジ 2 0.2 13. 3 20. ルリビタキ I 0.1 4.2 0.2 

25.アオゲラ 1 0.1 6.7 21. 卜ピ ＋ 

26. トビ ＋ ノスリ ＋ 

キセキレイ ＋ ハシブ同トガフス ＋ 

口八三則.LI種類 数 27 
100 

｜個体数 1076 
－ ~：引ロι ｜種類数 23 

100 
｜個体数 1464 
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顕著で‘あった。周辺の市街地化と，山頂の園地化により，森 キジバト ・コジュケイ・シメ ・エナガ ・ツグミ ・モズは

林が孤立化してきている源氏山の環境変化が，繁殖鳥類の 二次林で，アオジ ・カケス ・メジロはスギ林でより多く

減少となって現われていると考えられる。 観察され，キクイタダキ ・クロジはスキー林のみで観察さ

④二子山における林相別の比較 れた。

先に述べたように，二子山にはスギ植林と落葉広葉樹 ウグイス ・ヒヨ ドリ は繁殖期にはそれぞれ二次林 ・ス

二次林があるが，観察コースで200m以上同様の林相が 虫干林をより好んでいたが，越冬期には両者で同様に観察

続く部分の記録を抽出し，スギ植林と二次林の鳥類相の された。これらの稜は繁殖期の方がより環境選択の巾が

比較を試みてみたc 林相別の優占度は表3・4に示した せまいといえよう。逆にメジロでは，越冬期に著しくス

通りである。 ギ林を選択する傾向が見られた。これは本種が樹冠の欝

またそれぞれの種類が，どちらの林相をより選択して 閉した林を好むことの現われといえよう。

いるかを知るため，林相別の発見数を観察時聞の比で， 二次林とスギ林での総観察個体数を比較すると。繁殖

補正し，選択率として図3に示した。これによると繁殖 期では二次林30.6羽／Ih（時間），スギ林36.9羽lh，越冬期

期に二次林を好んだのはコジュケイ ・ウグイスであり， では二次林52.8羽／h，スギ林45.5羽／hであった。このよ

これらは特に林床のアズマネザサとの結びつきが強いと つにスギ林は，個体数においても二次林とほぼ同等であ

思われた。一方，ヒヨ ドリ ・カワラヒワはスギ林を好み， り，二子山のように小面積で他の植生と混在している場

サンコウチョウは，すべての観察例がスギ林でのものだ 合にはスギ林も鳥類生息地として重事であるといえる。

った。 また，スギ林をより選択する穫がいることも考え合わせ
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越冬期にはカヤクグリ・ウソは二次林のみで観察され， ると，いわゆる里山の鳥類群集の多様性を保つうえで，

仁コ 二，人林 ．． スギ林
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図3.二子山における各種類の林相の選択

暗い常緑樹林としてスギ林の役割は少なくないというこ

とができょう。

要約

鎌倉市源氏山と葉山町二子山において線センサス法に

よる周年センサスを行った。

(1）観察された鳥類はl，源氏山では17科36種，二子山では

18科37種であった。

(2）種類数および個体数は， 両調査地と も繁殖期に少なく

越冬期に多い傾向を示した。源氏山では特にその傾向が

著しし付近の市街地化が，繁殖鳥類の減少という影響

を与えていることが推定された。

(3）二子山において，二次林とスギ植林の林相別比較を試

みた。その結果，スギ林をより多〈利用する種が認めら

れ，里山における鳥類生息地としてスギ林も重要な意義

を持つことが明きらかとなった。
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表 l i原氏山におけるセンサス結果 （合計観察側休数）

観 察 期 間 （月）
1968 1969 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 言十12 1 t度

センサス回数（回） 4 4 4 4 4 2 4 4 4 5 4 3 3 49 
り
ま買

合計観察時間（分） 224 248 262 245 256 107 222 226 151 229 231 156 151 2708 号IJ

1. トビ Milvus rnigrαM ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ R 

2. コジュケイ Bαrnbusicolathor，αC icα 8 ＋ 3 13 ＋ 1 6 3 3 5 5 十 ＋ 47 R 

3. キジノ〈卜 Streptope liα orientαLis 17 42 45 17 10 2 5 5 3 1 8 12 28 195 R 

4.アオゲラ Pici凶 αwokera 1 1 1 3 R 

5. ツノ〈メ Hirundorusticα ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ s 
6.コシアカツノ、メHげundo dαurica ＋ ート s 

7.キセキレイ MotαCillα cine reα 1 5 ＋ 6 R 

8.ビンズイ Anthus hodgso削 2 3 1 6 w 

9. ヒヨド リ Hypsipetesα刑 αurotis 52 35 18 14 26 ＋ 21 25 8 13 45 44 32 333 R 

10. モズ Lanius bucephαlus 2 2 3 1 1 5 2 ＋ 16 R 

11. Jレリビタキ Tαrsiger cyαηurus 2 1 3 w 

12. トラツグミ Turdus dαurnα 1 2 3 w 

13. アカハラ Turduschrysolaus 1 2 3 w 
14. シロノ、ラ Turduspαllidus 1 11 3 1 2 18 w 

15. 7 ミチャジナイ Turdus obscurus 2 2 p 

16 ツグミ Turdus ηαurnαπηL 4 5 11 8 9 4 41 w 

17.ウグイス Cett凶 diphone 10 1 1 3 1 ＋ ＋ ＋ 十 4 2 22 R 

18. キビタキ Ficedulαηαrcissinα 1 1 p 

19.サメピタキ Muscicαpαs山 ricα 1 1 p 

20. エゾビタキ Muscicαpα griseisticta 15 15 p 

21. エナ方、 Aegithaloscαudαtus ＋ 12 5 8 5 1 5 36 R 

22. シジュウカラ Pαrus mαjar 12 23 22 20 27 5 30 16 17 22 31 9 20 254 R 

23. メジロ ZosteropsJαpoηιcα 26 23 15 17 17 2 13 11 3 8 13 6 13 167 R 

24. ホオジロ Emberizαcioides 8 13 15 12 20 3 6 5 1 8 5 4 6 106 R 

25.カシラタ”カ Emberizα rusticα 4 8 1 13 w 

26. アオジ Emberizα spodocephala 37 45 31 21 34 6 3 177 w 

27. クロジ Emberizavariαbilis 2 1 3 w 

28. カワラヒワ Cαγduel悶 sinicα 3 35 79 38 13 5 11 10 1 3 ＋ 19 8 R 

29. イカjレEophonα persoπαta ＋ ＋ W? 

30. シメ Coccothrαustes coccothrαustes 3 7 12 6 4 5 37 w 

31. スズメ Pαsser montαnus 37 13 55 32 44 76 152 73 164 92 24 63 88 913 R 

32. ムクド リ Sturnus cinerαceus 2 4 4 4 4 1 1 ＋ 1 21 R 

33. カケス Gαrrulusglαnda rius 3 4 十 十 ＋ 2 ＋ ＋ 9 w 

34. オナカ Cyαnopicα cyαm ＋ 10 20 ＋ ＋ 1 2 3 11 1 1 49 R 

35.ノ、シボソカ、ラス Corvus coroηe ＋ 3 ＋ 1 1 ＋ 6 R 

36. ノ、シフ。トカ前ラス Corvus mαcrorhynchos. 1 1 12 ＋ 2 6 5 27 R 

不 明 17 46 30 31 33 10 24 19 6 6 10 20 14 266 

｜種 翼民 数 17 21 26 23 25 11 14 13 10 12 21 18 21 36 

十｜個 体 数 240 321 392 253 267 104 273 173 210 162 189 183 230 2997 

種の配列および学名は日本鳥学会（1974）によった。渡り類別はR：留鳥 S：夏鳥 W 冬鳥 P：通過鳥 （ただし調査区域付近で）

＋は上空通過も しくは観察範囲外に出現したもの。
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表2 三子山におけるセンサス結果 （合計観察個体数）

観察 期 間（月日） 1970 1971 
百十3/31～4/4 5/20～29 6/24～7/3 7/28寸：／28/31～9/4 10/15～21 11/24匂12/412/19-W 1/30～2/5 i度

センサス回数（回） 8 8 8 8 8 8 8 8 8 72 り
実買

合計観察時間（分） 665 630 620 550 555 630 565 540 530 5285 Jjlj 

1. トビ Milvus 間igrαns ＋ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ R 

2. ノスリ Buteobuteo 十 ＋ 十 ＋ w 

3.サシパ ButαsturZηdicus ＋ s 
4. コジュケイ Bambusicolα thorαcicα 2 2 6 19 2 3 2 5 7 48 R 

5. キンノ〈ト Streptopeliα orientαLis 15 十 5 3 2 25 17 19 18 104 R 

6. ホトトギス Cuculus poliocephαlus ＋ 2 2 s 
7. フクロウ Strix urαlens is 1 1 2 R 

8. ツノ〈メ Hげundorusticα ＋ ＋ ＋ s 
9. ヒヨドリ Hypsipetes amαurotis 7 30 47 50 76 148 234 165 175 932 R 

10.モズ Lα川u,s bucephαlus 2 ＋ 1 25 25 10 1 64 R 

11. カヤクグリPrunella rubidα 5 12 17 22 56 w 

12. Jレリビタキ Tαrsiger cyαηu rus 1 1 w 

13. シロノ＼ラ Turdus pαllidus 3 2 2 7 w 

14. ？ミチャジナイ Turdus obscurus 49 49 p 

15. ツクミ Turdus nαumαnni 16 5 1 22 w 

16. ウグイス Cettia diphone 11 26 20 19 13 23 26 29 18 185 R 

17.センダイムシクイ Phylloscopusoc口pita！日 2 1 3 s 
18.キクイタタキ Regulus regulus 3 1 4 8 w 

19. キビタキ Ficedulα narcissinα 1 17 18 p 

20.サメビタキ Muscicαpα sibげicα 2 2 p 

21.エゾビタキ Muscicαpα griseisticta 3 3 p 

22.サンコウチョウ Terpsiphone atrocαudαtα 1 6 ＋ 6 13 s 
23.エナガ Aegithαlas cαudαtus 12 10 29 9 15 71 29 24 27 226 R 

24. シジュウカラ Pαrus mαjar 63 79 62 59 82 50 35 41 23 494 R 

25.メジロ Zosterops Jαpoπicα 41 48 49 42 50 69 37 31 37 404 R 

26 ホオジロ Emberizα cioides 47 70 82 53 63 80 22 19 12 448 R 

27.カンラターカ Emberizα rusticα 6 6 w 

28.アオン Emberizαspodocephαlα 104 70 62 95 331 w 

29. クロジ Emberizα uαriαbilis 5 3 4 12 w 

30.カワラヒワ Carduel日 sinicα 6 10 4 4 ＋ 1 4 29 R 

31. ウソ Pyrrhula pyrγhulα 4 5 w 

32.シメ Coccothraustes coccothrαustes 2 2 10 8 22 w 

33.スズメ Pαsser montanus 2 18 1 21 R 

34.ムクドリ Sturn.us cinerαceus 1 1 R-
35 カケス Gαrrulus glαndαrius 12 11 12 6 41 w 

36.オナガ CYαnopicα cyα叩 1 1 R7 

37.ハンブートガラス Corvus macrorhynchos ＋ ＋ 十 十 十 ＋ R 

不 日月 40 5 22 11 28 68 40 36 35 285 

ま買 数 19 16 15 15 15 18 17 21 18 37 

イ本 数 374 286 354 271 340 645 584 495 496 3845 

表記法，記号は表1に同じ
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